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広報いいだ 3.1号〔2〕�

要
介
護
認
定
後

要
介
護
認
定
後
の
手
続
き

手
続
き
は
お
早
め
早
め
に�

4
月
1
日
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す�

　
現
在
、2
7
0
0
件
を
超
え

る
要
介
護
認
定
の
申
請
が
さ

れ
て
い
ま
す
。�

　
要
介
護
認
定
の
申
請
を
さ

れ
た
方
に
は
、認
定
結
果
の
通

知
が
届
き
ま
す
。通
知
が
届
い

た
ら
、早
速
居
宅
介
護
支
援
事

業
者（
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
作

成
事
業
者
）を
選
び
ま
し
ょ
う
。�

　
次
の
よ
う
な
手
続
き
で
4

月
か
ら
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

が
開
始
さ
れ
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
介
護
保
険
課�

　
　
　
　
内
線
5
3
9
4�

　
　
　
　
　
　
5
3
9
5

要
介
護
認
定
の�

申
請
を
し
ま
す�

訪
問
調
査�

審
　
　
査�

認
　
　
定�

６５
歳
以
上
の
方
は
、１０
月
か

ら
保
険
料
を
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

４０
歳
か
ら
６４
歳
の
方
は
、加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、原
則

と
し
て
4
月
か
ら
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

保
険
料
に
つ
い
て�

「
要
支
援
」「
要
介
護
1

か
ら
5
」
と
認
定
さ
れ
た

方
は
次
の
と
お
り
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。�

要
介
護
認
定
後

要
介
護
認
定
後
の
手
続
き

手
続
き
は
お
早
め
早
め
に�
要
介
護
認
定
後
の
手
続
き
は
お
早
め
に�

非
該
当
（
自
立
）
と
認
定

さ
れ
た
方
、ご
安
心
く
だ

さ
い
。
次
の
と
お
り
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

施
設
へ
の
入
所
を�

希
望
す
る
場
合�

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を�

希
望
す
る
場
合�

非
該
当（
自
立
）と�

認
定
さ
れ
た
場
合�

要
介
護

要
介
護
1
か
ら
5
と
�

認
定
認
定
さ
れ
た
方
の
み
利
用
利
用
で
き
ま
す
�

要
介
護
1
か
ら
5
と
�

認
定
さ
れ
た
方
の
み
利
用
で
き
ま
す
�

市
役
所
か
ら
認
定

通
知
が
届
き
ま
す�

市
の
調
査
員
が
家
庭
を
訪
問

し
、お
話
を
伺
い
ま
す
。審
査

会
で
ど
の
く
ら
い
介
護
が
必

要
か
審
査
し
ま
す
。�

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
ら
認
定
の

申
請
を
し
ま
す
。�

介
護
保
険
課
ま
た
は
市
役
所
各

支
所
に
あ
る
書
類
に
記
入
し
、介

護
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。�

必
要
な
介
護
の
度
合
い
に
よ
り「
要

支
援
」
、「
要
介
護
１
か
ら
５
」
ま

た
は「
非
該
当（
自
立
）」の
お
知

ら
せ
を
し
ま
す
。�



広報いいだ 3.1号〔2〕�

要
介
護
認
定
後

要
介
護
認
定
後
の
手
続
き

手
続
き
は
お
早
め
早
め
に�

4
月
1
日
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す�

　
現
在
、2
7
0
0
件
を
超
え

る
要
介
護
認
定
の
申
請
が
さ

れ
て
い
ま
す
。�

　
要
介
護
認
定
の
申
請
を
さ

れ
た
方
に
は
、認
定
結
果
の
通

知
が
届
き
ま
す
。通
知
が
届
い

た
ら
、早
速
居
宅
介
護
支
援
事

業
者（
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
作

成
事
業
者
）を
選
び
ま
し
ょ
う
。�

　
次
の
よ
う
な
手
続
き
で
4

月
か
ら
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

が
開
始
さ
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ま
す
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介
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3
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介
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の�

申
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を
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す�

訪
問
調
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審
　
　
査�

認
　
　
定�

６５
歳
以
上
の
方
は
、１０
月
か

ら
保
険
料
を
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

４０
歳
か
ら
６４
歳
の
方
は
、加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、原
則

と
し
て
4
月
か
ら
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

保
険
料
に
つ
い
て�

「
要
支
援
」「
要
介
護
1

か
ら
5
」
と
認
定
さ
れ
た

方
は
次
の
と
お
り
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。�

要
介
護
認
定
後

要
介
護
認
定
後
の
手
続
き

手
続
き
は
お
早
め
早
め
に�
要
介
護
認
定
後
の
手
続
き
は
お
早
め
に�

非
該
当
（
自
立
）
と
認
定

さ
れ
た
方
、ご
安
心
く
だ

さ
い
。
次
の
と
お
り
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

施
設
へ
の
入
所
を�

希
望
す
る
場
合�

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を�

希
望
す
る
場
合�

非
該
当（
自
立
）と�

認
定
さ
れ
た
場
合�

要
介
護

要
介
護
1
か
ら
5
と
�

認
定
認
定
さ
れ
た
方
の
み
利
用
利
用
で
き
ま
す
�

要
介
護
1
か
ら
5
と
�

認
定
さ
れ
た
方
の
み
利
用
で
き
ま
す
�

市
役
所
か
ら
認
定

通
知
が
届
き
ま
す�

市
の
調
査
員
が
家
庭
を
訪
問

し
、お
話
を
伺
い
ま
す
。審
査

会
で
ど
の
く
ら
い
介
護
が
必

要
か
審
査
し
ま
す
。�

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
ら
認
定
の

申
請
を
し
ま
す
。�

介
護
保
険
課
ま
た
は
市
役
所
各

支
所
に
あ
る
書
類
に
記
入
し
、介

護
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。�

必
要
な
介
護
の
度
合
い
に
よ
り「
要

支
援
」
、「
要
介
護
１
か
ら
５
」
ま

た
は「
非
該
当（
自
立
）」の
お
知

ら
せ
を
し
ま
す
。�



介護保険介護保険特集特集

広報いいだ 3.1号〔3〕�

福
祉
課
老
人
福
祉
係
・

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い�

サ
ー
ビ
ス
が�

開
始
さ
れ
ま
す�

利
用
料
を�

支
払
い
ま
す�

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
よ
っ
て
利
用

で
き
る
対
象
者
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー（
４
ペ
ー
ジ
を
参
照
）に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

○
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス�

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス�

○
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ�

　
　
　
　
　
　
　（
送
迎
な
し
）�

○
Ａ
型
リ
ハ
ビ
リ（
送
迎
あ
り
）�

○
配
食
サ
ー
ビ
ス�

○
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス�

　
　
　
　（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）�

○
介
護
老
人
福
祉
施
設�

　（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）�

○
介
護
老
人
保
健
施
設�

　（
老
人
保
健
施
設
）�

○
介
護
療
養
型
医
療
施
設�

　（
療
養
型
病
床
群
な
ど
）�

○
訪
問
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）�

○
訪
問
看
護�

○
通
所
介
護
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
ケ
ア
）�

○
短
期
入
所
生
活
介
護
・
短
期
入
所
療

　
養
介
護（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）�

○
訪
問
入
浴
介
護�

○
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン�

○
福
祉
用
具
貸
与�

○
居
宅
療
養
管
理
指
導�

○
痴
ほ
う
対
応
型
共
同
生
活
介
護�

　（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）�

○
居
宅
介
護
支
援�

　（
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
）�

○
住
宅
改
修
費
の
支
給�

○
福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給�

＊関連記事８ページ�

直
接
施
設
に�

申
し
込
み
し
ま
す�
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
を
選
び
ま
す�

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画

依
頼
届
を
出
し
ま
す�

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画

が
作
成
さ
れ
ま
す�

利
用
契
約
を�

結
び
ま
す�

利
用
料
を�

支
払
い
ま
す�

4
月
1
日
か
ら
�

サ
ー
ビ
ス
が
開
始

さ
れ
ま
す
�

（
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
事
業
者
）�

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
を

４
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
か
ら
選
び
、

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
電

話
で
も
結
構
で
す
。�

選
ん
だ
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

名
を
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
依
頼
届

に
記
入
し
、介
護
保
険
課
ま
た
は

各
支
所
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。�

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
が
、ご
本
人
や
ご

家
族
と
相
談
し
て
、居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画

を
作
成
し
ま
す
。作
成
は
無
料
で
す
。�

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は
、原
則
と
し
て
、

そ
の
利
用
料
の
１０
％
を
事
業
者
に
支
払
い
ま
す
。�

施
設
へ
入
所
し
た
と
き
に
は
、利
用
料
１０
％
の
他
に
、

食
費
な
ど
の
負
担
が
あ
り
ま
す
。
支
払
い
方
法
や
、

負
担
内
容
は
事
前
に
事
業
者
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。�

入
所
し
た
い
施
設
を
選
び
ま
す
。

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
相
談

す
る
と
、あ
な
た
に
あ
っ
た
施
設
を

紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。�

な
お
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入

所
を
希
望
す
る
方
は
、広
域
連
合

介
護
保
険
係
1（
５
３
）６
０
８
８

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

希
望
す
る
施
設
が
満
室
の
時
は
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら

空
室
が
で
る
ま
で
お
待
ち
い
た
だ

き
ま
す
。�

在宅サービス�

施設サービス�

自立支援サービス�



広報いいだ 3.1号〔4〕�

居宅介護支援事業者（居宅サービス計画作成事業者）一覧表�

■現在、指定の申請中の所もあります。�
　この名簿にない事業所についてはお問い合わせください。�

居宅介護支援事業者には、介護支援専門員（ケア

マネージャー）が常駐し、サービスを利用する方の

ために次のようなことをします。�

○介護に関する相談�
○介護サービスを提供する事業者との連絡調整�
○利用者にあった居宅サービス計画の作成�
○利用者にあった施設の紹介など�

事　業　者　の　名　称� 住　　　　所� 電話番号�

＊印は在宅介護支援センターです。�

秘密
は厳
守し
ます

飯田市高羽町1-5-7�

飯田市本町4丁目5番地�
（西沢病院内）�

飯田市大通1丁目15番地�

飯田市大通1丁目15番地�

飯田市羽場権現1618番地�

飯田市羽場権現1618番地�

飯田市上郷黒田341番地�

飯田市八幡町438番地�

飯田市上郷飯沼477番地1�

飯田市鼎東鼎281番地�

飯田市鼎中平1936番地�

飯田市中村76番地1�

飯田市下久堅知久平1113番地�

飯田市中村76番地1�

飯田市上郷黒田1635番地2�

飯田市吾妻町50番地�

飯田市川路3467番地2�

飯田市鼎一色551番地�

飯田市鼎切石4300番地1�

飯田市毛賀1707番地�

飯田市下久堅知久平110番地�

飯田市毛賀1707番地�

飯田市東栄町3108番地1�
（さんとぴあ飯田内）�

飯田市松尾久井395番地2�

高森町吉田481番地13�
（厚生連下伊那病院内）�

阿智村大字駒場124番地1�

高森町牛牧2468-1（センテナリアン内）�

阿智村大字智里287番地1

21-4655�

24-3800�

22-5150�

22-8620�

21-1165�

21-1168�

24-3122�

21-1255�

53-3008�

21-4490�

23-3268�

25-8112�

29-7550�

25-8332�

21-4525�

53-4335�

27-5021�

53-9411�

53-6848�

26-8111�

29-6011�

26-6677�

53-3180�

22-8194�

35-1277�

43-4848�

35-7550�

43-3172

株式会社ニチイ学館北信越支社岡谷支店�
アイリスケアセンター飯田�
医療法人龍川会�
居宅介護支援センターふるさと�

訪問看護ステーションすこやか�
在宅総合支援センター�
訪問看護ステーションいがら�
在宅総合支援センター�
訪問看護ステーション高陵�
在宅総合支援センター�

医療法人輝山会輝山会訪問看護ステーション�
居宅介護支援センター�

飯田市社協介護相談センター�

訪問看護ステーションふれあい�

健生会アルテンハイム会地の郷�
指定居宅介護支援事業�

飯田病院�

飯田病院訪問看護ステーションたんぽぽ�

老人保健施設アップルハイツ飯田�

アップルハイツ飯田在宅介護支援センター�

飯田市上郷在宅介護支援センター�

飯田市市立病院在宅介護支援センター�

ホームヘルプかみさと�

ＪＡみなみ信州指定居宅介護支援事業所�

健和会病院在宅総合支援センター�

かやの木診療所在宅総合支援センター�

有限会社わくわく�

飯田市かわじ在宅介護支援センター�

飯田市かなえ在宅介護支援センター�

飯伊居宅介護支援事業所�

医療法人輝山会輝山会総合介護支援センター�

医療法人輝山会下久堅居宅介護支援センター�

介護支援まどか�

阿智温泉療護園�

居宅介護支援事業所ツクイ飯田�

＊�

＊�

＊�

＊�

＊�



介護保険介護保険特集特集

広報いいだ 3.1号〔5〕�

これから5年間の飯田市の目標が決まりました。�

高
齢
者
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
生
活
で
き
る
社
会�

自
立
と
共
生
の
社
会
を
め
ざ
し
て�

高
齢
者
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
生
活
で
き
る
社
会�

自
立
と
共
生
の
社
会
を
め
ざ
し
て�

高齢者がいきいき
と活動する活力あ
る高齢社会をつく
ります。�

高齢者が一人暮ら
し、二人暮らしにな
っても孤立しない
社会をつくります。�

年をとることによっ
てかかる病気を予
防し、介護が必要な
高齢者を増やさな
い社会をつくります。�

高齢者が心身に
障害を持っても、
本人も家族も安
心して暮らせる社
会をつくります。�

○高齢者をはじめとして市
民のみなさんの意識変革
を図ります。�

健康づくり・生きがい対策事業�

○市や民間業者を含めて、
社会的サービスを高齢者
の現状・要望に沿ったも
のに再編成します。�

○若い頃からの健康教育
により、健康管理意識を
高めるとともに実践に
つなげます。�

○介護保険について一層の
理解をいただき、介護保
険事業の安定的運営を図
ります。�

健康教育�
高齢者の住居・就労対策�

高齢者のためのまちづくり�

高齢者の自立を支援する
サービス�

介護保険対象サービス、�
対象外サービスのしくみの整備�

介護予防事業・保健サービス�

介護保険対象サービス�

介護保険に付加して行う
サービス�
○訪問介護特別サービス、高齢
者等寝具洗濯乾燥サービスほか�

○在宅サービス�
　訪問介護、訪問看護、デイサ
ービス、ショートステイほか�

○施設サービス�
　特別養護老人ホーム、老人
保健施設、療養型病床群�

○相談窓口、情報提供ほか�

飯田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画�

○健康教育（集団・個別）、健康
診査、訪問指導、健康相談�

○機能訓練�
　いきいきリハビリほか�
   「いきいきリハビリ100構想」�

○老人クラブ活動、生涯学習、
スポーツ振興ほか�

○公営住宅、ケアハウス、シル
バー人材センター、起業支援、
雇用創設ほか�

○共生のまち推進事業ほか�

○配食サービスほか�
○自立支援家事援助サービス、
生きがい対応型デイサービ
スほか�

○在宅介護支援センター、軽費
老人ホーム、ケアハウスほか�

○介護者リフレッシュ事業、
介護者疲労回復事業ほか�

～あったか飯田  いきいきプラン～�

介護が必要な方、必要でない方、すべての高齢者が安心して暮らせるように市として応援できることを計画し
たものです。この計画に基づいて６５歳以上の方の介護保険料が決まってきます。�

○高齢者がいきいきと活動
できるよう、社会環境を
整えます。�

○近隣、地域で高齢者を見
守るしくみをつくります。�

○積極的な心身のリハビ
リにより、寝たきり予防、
痴ほう予防を図ります。�

○介護サービス需要を的確
に把握し、サービス基盤
の整備を着実に進めます。�

○必要な人に適切な介護が
行われるよう、わかりや
すく利用しやすい介護サ
ービスのしくみをつくり
ます。�



広報いいだ 3.1号〔6〕�

今年で22回目�

伊勢市との中学生交流�

市外からも受講�

市民事業型起業セミナー�

　1月29日から31日までの3日

間、伊勢市から中学生36人が

飯田市を訪れました。一行は、

鼎中での歓迎式の後、美博、り

んご並木を見学、翌日は生徒

会の交流をし、生徒会活動の

発表を行いました。�

　定員をこえる34人の応募があり、2

月4日からはじまりました。20代から60

代の人が参加、遠くは長野市からも。

7回の講座を開講します。今回はこの

事業を特定非営利活動法人（ＮＰＯ）

の「ぼけっと」に委託しました。�

�



広報いいだ 3.1号〔7〕�

一緒に体操しませんか？�

みんなの体操講習会�

1,300棟ある中高層建物に対応�

35ｍ新型はしご車導入�
締め出そう、暴力団は街の敵�

暴力追放市民大会�

　みんなの体操（ラジオ体操第3）

は、高齢者の方をはじめ誰でも取

り組める体操として、昨年誕生し

ました。2月9日、ＮＨＫ体操アドバ

イザーの青山敏彦先生を迎え、

新しい体操の方法や目的を直接

教わりました。�

　飯田広域消防本部が、1月18日に導入。地上高

35ｍのはしごで、年々増える高層建物に対応できるほ

か、水平以下にも伸びるので、水難救助にも活躍が

期待されます。消防に頼もしい1台が加わりました。�

　2月6日市公民館で開催し、地区自治会役員など約

400人が参加。青少年にまで悪の根を伸ばす実態が

報告され、「最近の民事介入暴力」の講演の後、暴力

三ない運動の実践など大会宣言を採択しました。�

�
▲写真右が青山先生�



広報いいだ 3.1号〔8〕�

健康と福祉のページ�

現
代
版�

現
代
版�

前
号
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ

ン
セ
ン
ト
の
考
え
方
を
押
し
進
め

て
い
く
な
ら
ば
、
が
ん
の
告
知
は

避
け
て
は
通
れ
な
い
問
題
で
す
。�

な
ぜ
な
ら
自
分
の
病
気
が
何
で
、

ど
う
い
う
状
態
で
あ
る
の
か
知
ら

な
け
れ
ば
、
治
療
方
針
を
自
ら
決

め
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
か
ら
で

す
。�ご

家
族
の
な
か
に
は
、
患
者
さ

ん
が
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
言
わ
な

い
で
ほ
し
い
と
い
う
方
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。�

し
か
し
、
本
当
に
か
わ
い
そ
う

な
の
は
、
何
も
知
ら
さ
れ
な
い
で

じ
っ
と
辛
い
治
療
に
耐
え
て
、
孤

独
な
闘
い
を
強
い
ら
れ
て
い
く
患

者
さ
ん
な
の
で
す
。�

医
師
も
家
族
も
健
者
の
視
線
で
、

患
者
さ
ん
を
別
世
界
の
か
わ
い
そ

う
な
存
在
と
し
て
見
下
し
て
い
る

こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
す
。�

患
者
さ
ん
の
世
界
に
入
っ
て
、

と
も
に
闘
っ
て
い
く
の
で
な
け
れ

ば
患
者
さ
ん
の
心
は
救
わ
れ
ま
せ

ん
。�ま

た
、
患
者
さ
ん
も
変
わ
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
が
ん
を

告
げ
知
ら
さ
れ
る
と
い
う
受
動
的

な
立
場
で
は
な
く
、
が
ん
の
情
報

公
開
を
医
師
に
せ
ま
る
能
動
的
な

考
え
方
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。�

人
間
が
長
寿
に
な
っ
た
分
、
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
が
ん
は
増
え
て

い
き
、
二
人
に
一
人
は
一
生
の
う

ち
に
何
ら
か
の
が
ん
患
者
に
な
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

誰
も
が
な
り
う
る
病
気
と
し
て
、

他
人
事
で
は
な
い
と
思
い
知
ら
さ

れ
る
の
で
す
。�

ど
う
か
自
立
し
た
患
者
さ
ん
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。�

市立病院呼吸器科�
八木ひかる医師�

が
ん
の
告
知
に
つ
い
て�

養
生
訓�

スギ花粉が飛散し花粉症に悩まされる季節になってきました。�
花粉症の予防の第一は、花粉と接触しないことです。�
外出時のマスク着用は、大変有効な方法です。�
そのほか、窓を開けない、外から帰ったときは洗眼、うがいを�
するなど、付着した花粉を室内に持ち込まないようにしましょう。�

　4月から介護保険開始に向けて
高齢者の皆さんの要介護認定の作
業が進んでいます。�
　認定申請された皆さんの中に
は、今まで何らかの福祉サービス
を受けているのに、非該当（自
立）という判定を受けた方々もお
られると思います。非該当の皆さ
んは、介護保険の介護サービスは
受けられませんが、ご安心くださ
い。福祉サービスとして、ホーム
ヘルプサービスやデイサービスを

利用できるようにな
ります。�

○自立支援ホームヘルプサービス�
　要介護認定で非該当の高齢者等
で、一人暮らし、高齢者世帯など
何らかの家事支援が必要な方にホ
ームヘルパーを派遣し、家事の援
助を行います。�
○生きがい対応デイサービス�
　要介護認定で非該当の高齢者等
で、介護予防の必要な方をデイサ
ービスセンターにお迎えし、レク
リエーションなどのデイサービス
を行います。�
　これらサービスは、まず、現在
各種サービスを受けておられる方
の継続利用から開始し、徐々に新
規利用者の拡大を図ってまいりま
す。在宅介護支援センターまでお
問い合わせください。�

４月からの福祉サービス�

■問合せ　福祉課　老人福祉係　内線5331　�



広報いいだ 3.1号〔9〕�

市民の広場�
日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�

「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

わ
た
し
の
ゆ
め�

ぼ
く
の
ゆ
め�

わ
た
し
の
ゆ
め�

ぼ
く
の
ゆ
め�

ぼ
く
の
夢�

わ
た
し
の�

ひ
と
こ
と�

ごみ減量のため、菓子の空き箱は、たたんでリサイクルへ�

　
発
足
し
て
十
八
年
、
会
員
は

固
定
し
て
現
在
十
六
名
。
相
変

わ
ら
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
旺
盛

で
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

月
一
回
の
定
例
会
が
開
か
れ
な
い

も
の
な
ら
苦
情
が
来
る
ほ
ど
で
す
。�

　
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
が
、ま
ず
活
動
費
稼
ぎ
の「
門

松
」
や
婦
人
の
技
能
を
活
か
し

た
「
盆
ゴ
ザ
」
の
制
作
販
売
。

交
流
事
業
で
は
、中
央
通
り
一

丁
目
で
の
夏
の
人
形
劇
フ
ェ
ス

タ
歩
行
者
天
国
「
法
山
邑
」
、年

末
ジ
ャ
ン
ボ
門
松
の
設
置
な
ど
。

ま
た
、
天
下
の
秘
境
万
古
渓
谷

や
飯
田
市
天
然
記
念
物
「
栃
の

木
」
案
内
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。�

　
さ
ら
に
地
域
を
離
れ
な
い
よ

う
に
「
善
意
の
川
」
の
清
掃
美

化
な
ど
奉
仕
活
動
も
忘
れ
ず
、

会
員
の
知
識
・
技
能
を
連
結
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。�

　
僕
は
、
将
来
「
ゲ
ー
ム
デ
ザ

イ
ナ
ー
」
に
な
っ
て
、
ゲ
ー
ム

を
作
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

理
由
は
、
僕
は
ゲ
ー
ム
が
好
き

で
、
遊
ぶ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

作
っ
て
も
み
た
い
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。
そ
し
て
む
ず
か
し
す

ぎ
で
も
な
く
簡
単
す
ぎ
で
も
な

い
普
通
の
ゲ
ー
ム
を
作
っ
て
み

ん
な
が
楽
し
く
ゲ
ー
ム
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
今

か
ら
ゲ
ー
ム
を
作
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
ゲ

ー
ム
を
作
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
本

格
的
な
ゲ
ー
ム
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

木
下
達
弘
さ
ん（
山
本
小
６
年
）�

リ
サ
イ
ク
ル
は
普
段
の
生
活
か
ら
�

 

　
　
　
　
　
　
　
森
下
　
た
ま
き
さ
ん（
上
郷
黒
田
）  

　
私
は
現
在
、
上
郷
地
区
環
境

衛
生
組
合
の
婦
人
部
長
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
飯
田
市
に

合
併
し
た
当
時
は
、
環
境
や
ご

み
問
題
は
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最

近
は
ご
み
な
ど
に
対
す
る
関
心

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
日
頃

の
活
動
の
な
か
で
、
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

し
、
ま
た
現
場
へ
立
つ
者
と
し

て
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

　
ま
ず
、
昨
年
十
二
月
の
ご
み

の
有
料
化
以
降
、
確
か
に
ご
み

の
量
が
少
な
く
な
っ
た
気
が
し

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
ま
だ
夜
に

な
る
と
ご
み
を
燃
や
し
て
い
る

臭
い
が
し
て
き
ま
す
。
お
互
い

の
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
家

庭
で
の
ご
み
焼
却
は
や
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
埋
立
ご
み
の
中
に
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ガ
ラ
ス
び
ん

が
ま
だ
入
っ
て
い
る
こ
と
も
気

に
な
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
の
で
す
か
ら
、

家
庭
で
分
別
を
し
っ
か
り
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
へ
出
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
役
員
や
行
政
に
任
せ
き
り
で

は
な
く
、
ご
み
問
題
や
リ
サ
イ

ク
ル
に
一
緒
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。�

い
き
い
き
　法
山
同
志
会
�

▲体験修学旅行のインストラクター�
　としても活躍�

ム
ト
ス
受
賞
団
体
の
活
動
を
紹
介�



広報いいだ 3.1号〔１０〕�

　
　
今
月
を
市
税
等
の
納
入「
特

別
月
間
」と
し
て
、滞
納
金
の
特

別
整
理
を
行
い
ま
す
。今
年
度

の
市
税
等
で
納
め
忘
れ
が
あ
る

方
は
、３
月
末
日
ま
で
に
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
対
象
と
な
る
税
金
な
ど�

　
市
県
民
税
、軽
自
動
車
税
、固

定
資
産
税
、国
民
健
康
保
険
税
、

国
民
年
金
保
険
料
、上
下
水

道
料�

▼
そ
の
他
　
今
月
納
期
分
に
つ

い
て
は
、お
早
め
に
納
入
を

お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、口
座

振
替
の
方
は
、残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
納
税
課�

　
管
理
係
　
内
線
５
１
５
１�

　
丸
山
羽
場
第
一
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
が
完
了
し
、３
月

９
日
に
換
地
処
分
の
公
告
が
行

わ
れ
ま
す
。こ
の
公
告
に
よ
り

該
当
地
域
の
町
界
、地
番
が
変

更
に
な
り
ま
す
。�

▼
変
更
日
　
３
月
１０
日�

▼
住
所
変
更
の
対
象
地
域�

○
白
山
町
３
丁
目
東
の
全
部�

○
丸
山
町
１
丁
目
、同
２
丁
目
、�

　
白
山
町
１
丁
目
、同
２
丁
目
、�

　
同
３
丁
目
南
、今
宮
町
２
丁�

　
目
、同
３
丁
目
の
各
一
部�

▼
問
合
せ�

○
区
画
整
理
に
つ
い
て�

　
都
市
整
備
課
　
区
画
整
理
第

　
１
係
　
内
線
２
７
３
４�

○
住
所
変
更
に
つ
い
て�

　
市
民
課
　
住
民
記
録
係�

　
内
線
５
２
４
１�

▼
長
野
県
勢
要
覧�

　（
平
成
１１
年
版
）�

○
内
容
　
統
計
の
結
果
を
年
次
・

市
町
村
別
表
等
に
よ
り
、ま

と
め
た
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
。�

○
価
格
　
１
、３
０
０
円�

▼
統
計
で
み
る
長
野
県
の
す
が

た（
２
０
０
０
年
版
）�

○
内
容
　
身
近
な
統
計
資
料
を

グ
ラ
フ
に
よ
り
編
集
し
た
小

冊
子
で
す
。�

○
価
格
　
８
０
０
円�

▼
申
込
期
限
　
３
月
２２
日
d�

▼
申
込
先
・
問
合
せ�

　
企
画
課
　
情
報
統
計
係�

　
内
線
２
１
１
５�

　
又
は
、地
方
事
務
所
総
務
課
内

統
計
協
会�

　
1（
５
３
）０
４
０
０�

※
市
へ
申
し
込
む
場
合
は
、代

金
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。�

　
　
平
成
１１
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
の
納
期
限
は
３
月
３１
日
f

で
す
。保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
将
来
、老
齢
基

礎
年
金
、障
害
基
礎
年
金
、遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。納
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
に
、納
期
限
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。�

▼
国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払

い
は
、便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
国
保
年
金
課
　
国

　
民
年
金
係
　
内
線
５
４
２
４�

　
市
税
、国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
電

話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。�

▼
入
札
日
時
　
３
月
２３
日
e
　

午
後
１
時
〜
１
時
１０
分
受
付�

▼
場
所
　
市
役
所
３
階�

　
３
０
１
号
会
議
室�

▼
持
ち
物
　
印
鑑
、免
許
証
等

本
人
を
証
明
す
る
も
の
、入

札
金�

▼
そ
の
他
　
本
人
以
外
が
参
加

の
場
合
は
、委
任
状
が
必
要
。�

▼
問
合
せ
　
納
税
課
　
収
納
係�

　
内
線
５
１
５
６
・
５
１
５
８�

お
知
ら
せ�

�

�

丸
山
地
区
の
一
部
で�

住
所
表
記
が
変
わ
り
ま
す�

� 「
な
が
の
県
勢
要
覧
」
と
「
統
計
で

み
る
長
野
県
の
す
が
た
」
の
頒
布

� 国
民
年
金
保
険
料
の�

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か�

�電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す�

� 市
税
等
の
納
入
特
別
整
理
に�

ご
協
力
く
だ
さ
い�

動物園の休園日�3月6日（月）◆13日（月）◆21日（火）◆23日（木）◆27日（月）�
�

■問合せ　動物園�
　　22-0416

住 所 変 更 箇 所 �
丸山羽場第一地区区画整理事業による�
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白山町3丁目東�

白山町2丁目�

白山町1丁目�

丸山町1丁目�

丸山町2丁目�

今宮町3丁目�

今宮町2丁目�

白山町3丁目南�

白山町3丁目東�

白山町2丁目�

白山町1丁目�

丸山町1丁目�

丸山町2丁目�

今宮町3丁目�

今宮町2丁目�

白山町3丁目南�

丸山小�丸山小�



広報いいだ 3.1号〔１１〕�

市 役 所からの お し ら せ �

募 

集�
3
月
の
納
税�

税
目
�

納
期
�
3
月
３１
日
　
 
税
金
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�

（金）�

▼
学
習
日
時
・
対
象�

　
３
月
１９
日
a
〜
３
月
３０
日
e

　
ま
で
の
間
の
６
日
間�

○
小
学
校
３
年
生
・
５
年
生�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分�

○
小
学
校
４
年
生
・
６
年
生�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分�

○
中
学
生�

　
午
後
０
時
３０
分
〜
３
時
３０
分�

▼
会
場
　
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー�

　
上
郷
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ�

▼
科
目
・
費
用�

○
小
学
生
　
国
語
・
算
数�

　
４
、５
０
０
円�

○
中
学
生
　
国
語
・
数
学
・
英
語�

　
６
、０
０
０
円�

▼
締
切
　
３
月
１０
日
f

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー�

　
1（
２
２
）８
６
９
０�

　
上
郷
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ�

　
1（
５
２
）１
５
３
５�

　
視
覚
障
害
者
等
が
利
用
す
る
、

録
音
図
書
を
作
る
朗
読
・
校
正

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
で
す
。�

▼
日
程
　
毎
月
第
２
日
曜
日�

　
午
前
１０
時
〜
正
午�

　
４
月
〜
来
年
３
月
ま
で
１２
回�

▼
申
込
条
件
　
専
門
録
音
機
を

　
用
意
で
き
、１
年
間
受
講
で

　
き
る
方�

▼
申
込
締
切
　
４
月
５
日
d�

▼
説
明
会
・
第
１
回
講
座�

　
４
月
９
日
a
　
午
前
１０
時
〜�

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
せ�

　
中
央
図
書
館�

　
1（
２
２
）０
７
０
６�

相談は無料、秘密は厳守�
お気軽にご相談ください�各種相談所�

場　所�
毎週火曜日�
１３:００～１５:００�
受付は１５:００まで�

毎週金曜日�
１３:３０～１５:３０�
３月１０日（金）�
１３:００～１７:００�
３月１８日（土）�
１０:００～１５:００�
受付１５:００まで�
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
３月１８日（土）�
１０:００～１２:００�
３月１４日（火）�
１０:００～１５:００�
毎週日曜日�
９:００～１６:００�
第２、４火曜日�
１３:００～１６:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１６:００�
毎週月～金曜日�
８:３０～１７:００�
５月１９日（金）�
１０:００～１５:００�
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週木曜日�
９:００～１１:３０�
毎週月～金曜日�
９:００～１９:００�
毎週土曜日�
９:００～１５:００�

３月７日（火）�
１３:３０～１６:００�
４月３日（月）�
１３：００～１６：００�

相談名� 日　時� 問合せ先�

心配ごと
相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

結 婚 相 談 �
（写真1枚必要）�

ボランティア�
相 談 �
福 祉 よ ろ ず�
相 談 �

行 政 相 談 �

交 通 相 談 �

教 育 相 談 �

か け こ み�
教 育 相 談 �

税 務 相 談 �

家庭児童相談�
（電話でも可）�
電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

子 育 て 相 談 �

痴 ほう 相 談 �

戦傷病者・戦没者�
援 護 相 談 �

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
�
※法律相談は
予約制、電話で
申し込んでくだ
さい。�

ユ ニ ー ４ 階 �

市 役 所 ２階 �
交 通 相 談 室 �

教 育 委 員 会 �
（上郷庁舎２階）�

市 役 所 �

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

専 用 電 話 �

飯田中央保育園�
（子育てモデル
事業実施施設）�

市保健センター�
※予約制（市役所隣）�
市役所２０１号�
※ 予 約 制 �

社 会 福 祉 �
協 議 会 �
1５３-３１８１�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

交 通 防 災 課 �
内線  ２４３５�

教 育 委 員 会 �
1５３-４５４５�
専用電話�
1５３-８７３０�
FAX５３-８７３０�

税 務 課 �
内線  ５１４１�
家庭児童相談室�

1２２-４５１１�
内線  ５３２７�

1５２-０６３３�

飯 田 中 央 �
保 育 園 �
1２２-４１３３�

保 健 厚 生 課 �
内線  ５３４５�
保 健 厚 生 課 �
内線  ５３８５�

特 別 �
（法律）�

一 般 �

市の交通相談は当面休止します。
県事故相談所をご利用ください。
平日９：００～１６：００　県合庁1２３-１１１１

ハイカラ三 味 線 �
（ 三 味 線 教 室 ）� 飯 田 文 化 会 館 �

山本老人福祉センター�
（市役所からマイクロ
バスを運行）�

さ ん と ぴ あ 飯 田 �
（ 旧 市 立 病 院 跡 ）�

飯 田 文 化 会 館 �

飯田コンピュータ�
専 門 学 校 �

毎月�
第1・3水曜日�

■対　　象　おおむね６０歳以上の方�
■申込方法　電話にて受付�

■申 込 期 限　３月１７日（金）�
■申込・問合せ　福祉課　老人福祉係　内線５３３２�

13：30～�
15：30

10：00～�
12：00

10：00～�
11：30

13：30～�
15：00

13：30～�
15：30

19：00～�
21：00

毎月�
第1・3土曜日�

毎月�
第2・3水曜日�

毎月�
第2・4金曜日�

毎月�
第2・4火曜日�

毎週�
火・金曜日�
（4月～6月）�

ハ イカラビクス�
エアロビクスを中心
とした体操教室�

ビデオカメラ教室�

書 道 教 室 �

飯 田 シ ル バ ー �
コ ー ラ ス�

シルバーパソコン
教 室 �

藤本琴弥英先生�

中島美保子先生�

森澤　勝志先生�

滝沢　豊治先生�

前島　正平先生�

コンピュータ専�
門学校先生�

月1，500円�

月1，500円�

月1，500円�

月1，000円�

月1，000円�

20，000円�
テキスト代別�

指先を使い、頭を刺
激することで老化防
止にも効果�

体を動かし、健康増
進を図ります�

現在、10人程の皆さ
んが受講中、初心者
歓迎�

初心者向で基礎から
勉強します�

楽しく練習し、活動
しています�

定員25人、申込多数
の場合は抽選�

講　座　名� 開　講　日� 時　間� 場　　　所� 講　　師� 会　費� そ　の　他�

高齢者生きがい教室会員募集�

）�（�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー�

春
休
み
お
さ
ら
い
教
室�

朗
読
・
校
正
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座�

122-4511

国
民
健
康
保
険
税
3
月
分
�

　毎年３月は、車の廃車・名義変更、車検などの申請が集中し、窓口が�
大変混雑します。混雑緩和のため、早めに申請手続きをお願いします。�

●自動車の登録・車検はお早めに� ■問合せ　陸運支局　�
　　　　　松本事務所�
　　　　　　0263（58）3180



全国公立人形劇場等連絡会

臨時初公開臨時初公開「日本最古のイヌ属化石」�

　ニホンオオカミの先祖の可能
性もある、日本最古のイヌの仲
間の化石を、昨年9月に東京都
昭島市の多摩川で当館学芸員
が発見しました。これを紹介します。�
　イヌ属化石が出たのは170万
年ほど前の当時の河原にたまっ
た地層です。�
　この時代の日本のほ乳動物
化石は、いままでゾウやシカなど�

の「食われるもの」しか見つかっ
ていませんでした。今回「食うも
の」が初めて出てきたものです。�

�

　今、全国には地方自治体が作った公立の人形劇
場が7つあり、うち6館は劇場の管理運営や人形劇
の情報交換をしています。�
　今回それぞれの地域で育成をしているアマチュア
人形劇団の合同公演を、飯田人形劇場で開催する
こととしました。�
　全国の元気のいいアマチュア人形劇の公演をぜ
ひご覧ください。�

人形劇団「野良犬」（札幌市）・・・・・・・・・3びきのこぶた�
人形劇団「M & M」（横浜市）・・・・・・・和尚さんと小坊主�
人形劇団「ごさる」（岐阜市）・・・・・ブレーメンの音楽隊�
人形劇団「とらまる」（香川県大内町）・・・ねずみの嫁入り�
「赤かぶ」（飯田市）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・てんりゅう太郎�

●●●●●各劇団上演プログラム●●●●●�

文
化
ガ
イ
ド�

●飯田文化会館�
　123‐3552

美
博
だ
よ
り�

●美博�
　122‐8118

飯田の文化財�

3月19日（日）～3月26日（日）�

合 同 交 流 公 演

飯田文化会館ホームページ公開中●http://www.valley.ne.jp/̃ibunka/

川路のネズミサシ�
（かわじのねずみさし）�

川路４６９３番地�
�
天然記念物。樹高２０ｍ、目通り周囲３．５ｍ、
樹齢約１０００年といわれる。�

▲色つき部分が見つかった骨の部分�

広報いいだ 3.1号〔１２〕�

●開館時間：午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�
●休  館  日：3月21日�
●入  館  料：一般310円（210円）・高校生200円（150円）�
　　　　　    小中学生100円（80円） ※（  ）内は20名以上の団体�
　　　　　　  ※藤本四八展等を含めた料金です。�

●日　 時：3月19日（日） 午後1時30分開演�
●会　 場：飯田人形劇場�
●チケット：1,000円�
　　　　　子ども券 700円（3才～中学生）�
　　　　　親子ペア券 1,500円�

上：カナダ産現生タイリクオオカミのしたあご�
下：発見されたイヌ属のしたあご�

イヌ属化石発見地点のイヌ属が生きていた頃の想像図�

約170170万年前万年前�
加住礫層堆積時加住礫層堆積時�
約170万年前�
加住礫層堆積時�

凡例�
頭部�
頚椎�
前肢�

斜線部：肩甲骨は右、橈骨は左右不明。�
Peles & Garcia（1981）に加筆�

50cm


